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研究成果の概要（和文）：本研究では4年間で20回を超える研究会を開催し、コミュニティ・オーガナイジング
に関わる研究者や実践者と共に、理論的な整理と実践の結びつきについて研究を重ねてきた。コロナ禍で研究を
行うことになったが、海外とオンラインで接続して研究会を開催することもできた。
その研究成果として、2023年8月に書籍『コミュニティ・オーガナイジングの理論と実践　領域横断的に読み解
く』を出版した。

研究成果の概要（英文）：Over the four years of this research, more than 20 study groups were held 
(five of which were open to the public), and researchers and practitioners involved in community 
organizing were invited to study both theory and practice of community organizing. Since our 
research period was taken place during the COVID-19 pandemic, we were not able to conduct the 
research abroad as originally planned. We were, however, able to hold research meetings connected to
 the USA and the Philippines using an online system.
As a result of this research, the book "Theory and Practice of Community Organizing: Understanding 
from Interdisciplinary Perspectives" was published from Yuhikaku in August 2023. We believe that we 
were able to compile research that will serve as a foundation for community organizing research in 
Japan.

研究分野：社会福祉学

キーワード： コミュニティ・オーガナイジング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル化の進行とともに戦後の社会構造に変化が求められる中、社会の変化に対して不安を抱えている市民
は少なくない。コミュニティ・オーガナイジングとは社会的に脆弱な立場に置かれた市民が、自分たちの声を大
きくし、共同して、身近な生活圏域から大きな社会構造に至るまで、その変化に対するオーナーシップを抱くた
めの実践であり理論である。
日本でもそうしたコミュニティ・オーガナイジングの考え方に対して、注目が集まっており、研究も増加してい
る。本研究はそうしたコミュニティ・オーガナイジングの研究を、学際的な視点から多角的にまとめ、今後の学
術的研究の基盤を構築したという意味において、意義深い研究になったといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）本研究開始当初、日本におけるコミュニティ・オーガナイジングの研究蓄積はほぼ皆無で
あった。CiNiiなどの論文検索サービスで調べると、本研究のメンバーである室田や小田川、石
神などによる論文と、NPO法人コミュニティ・オーガナイジング・ジャパン（COJ）の関係者
による実践報告などが該当する程度であった。そもそも、コミュニティ・オーガナイジングとは
実践領域であり、海外においても、学術領域として確立したものではなく、社会福祉学や社会学、
政治学、経済学、教育学、都市開発学、ジェンダー研究など幅広い領域の中でそれぞれ深められ
てきた。 
 
（2）日本国内の実践に関しては、COJが 2014年に設立され、コミュニティ・オーガナイジン
グの研修が定期的に提供されるようになった。また、2015 年〜2016年にかけてアメリカのコミ
ュニティ・オーガナイザー養成研修で最も著名なMidwest Academyの講師を招いたワークショ
ップが法政大学大学院で開講され、少しずつではあるが、日本におけるコミュニティ・オーガナ
イジング実践の萌芽が見られるようになっていた。一方で、学術的な整理や議論の深まりは進ん
でいない状態であった。 
 
２．研究の目的 
 
（1）第一の目的は、日本国内におけるコミュニティ・オーガナイジング研究の基盤を確立する
ことである。既述のように、コミュニティ・オーガナイジングは特定の学術領域に限定されるこ
となく、さまざまな領域で推進されてきている。また、コミュニティ・オーガナイジングという
概念は用いられていないものの、実態としてはコミュニティ・オーガナイジングに該当する実践
があり、それらの実践に関する研究が蓄積されてきている。したがって、本研究では、まずはコ
ミュニティ・オーガナイジングの理論的な整理を学際的に行い、さらに、コミュニティ・オーガ
ナイジングの輪郭を整理することで、コミュニティ・オーガナイジングに該当する実践範囲を指
し示すことが目的である。 
 
（2）第二に、理論的な整理を通して示されたコミュニティ・オーガナイジングの輪郭を参考に、
日本国内でコミュニティ・オーガナイジングを推進際に求められるコミュニティ・オーガナイザ
ーの養成方法とコミュニティ・オーガナイジングの実践の評価方法について整理し、示すことで
ある。 
 
３．研究の方法 
 
（1）研究を推進する上で、まず重要になることは、コミュニティ・オーガナイジングを多角的
に捉えるための学際的な研究基盤の確立である。本研究では、定期的な研究会を開催し、本研究
に関わる学際的なメンバーの研究報告に加え、コミュニティ・オーガナイジングに関わる研究や
実践をしている外部の講師を招き、研究会を開催する。 
 
（2）コミュニティ・オーガナイジングの研究を体系的に整理することを目的に、英語論文をレ
ビューし、コミュニティ・オーガナイジング研究の変遷を整理する。具体的には Ebsco Host を
用い、コミュニティ・オーガナイジングの定義を明示している研究を抜粋し、それらの内容を分
析する。 
 
（3）海外のコミュニティ・オーガナイジングの先進地の実践及びその研究を参照するために海
外調査を実施し、その内容を国内の研究に反映する。コミュニティ・オーガナイジングの実践・
研究の蓄積が豊富なアメリカに加え、アメリカの影響を受けてコミュニティ・オーガナイジング
を自国の文化に取り入れてきた韓国やフィリピン、オーストラリアなどを調査対象とする。 
 
（4）国内における学際的な検討と海外の実践・研究の調査を参考に、日本国内におけるコミュ
ニティ・オーガナイジングの展開について検討する。とりわけ、コミュニティ・オーガナイザー
の研修方法とコミュニティ・オーガナイジングの実践評価の方法について、国内外の実践や研究
を整理し、日本におけるコミュニティ・オーガナイジングの推進方法を示す。 
 
４．研究成果 
 
（1）コミュニティ・オーガナイジング研究の歴史的な整理 
 英語論文のレビューを通して、コミュニティ・オーガナイジング研究を大きく 3つの段階に整



理した。第一段階は、20 世紀初頭から公民権運動までの期間で、主には民間団体によるコミュ
ニティ活動の調整や計画的な資源の分配（ソーシャルプランニング）がその主なものであった。
第二段階は、公民権運動に端を発し、対抗的な手段を用いて、抑圧された当事者がパワーを獲得
する活動（ソーシャルアクション）に重きが置かれた。第三段階は近年のコミュニティ・オーガ
ナイジング実践の特徴として、合意形成型のオーガナイジングや連合の組織化（コアリション）
に重きが置かれる実践など、民間団体による活動が政府機関や大学などと協働でプログラムを
実施する傾向が確認された。 
 
（2）コミュニティ・オーガナイジングの研修のあり方 
 国内のコミュニティ・オーガナイザー養成プログラムを開発する上で、国内外の 8つのオーガ
ナイザー養成プログラムを比較検討し、養成プログラムの構成要素を抽出し、分析した。その結
果、どのプログラムも①なぜ組織化するのか、②何をどのように組織化するのか、③何のどのよ
うな変化をどのように起こすのか、④どのようにアクションし、評価するのか、の 4つの要素が
含まれていることが明らかになった。①と②は③と④の構成要素になっており、③と④は一体と
して捉えることもできる。 
 
（3）コミュニティ・オーガナイジングの評価のあり方 
 まず、コミュニティ・オーガナイジングの評価を検討するにあたって、コミュニティ・オーガ
ナイジング実践の特徴を 3つに整理した。第一にリーダーシップを育てるということ、第二に行
動のアカウンタビリティとしての自己利益の位置付け、第三に短期の変化ではなく、その蓄積と
して長期的な変化を位置付けることである。その上で、独立した第三者が実施する伝統的な評価
方法ではなく、関係者による参加型の評価のあり方について検討し、提案した。 
 
（4）コミュニティ・オーガナイジングの国際的な動向 
 本来は海外のフィールドワークを予定していたが、研究期間が COVID-19 による世界的なパン
デミック期と重なったため、残念ながら海外でのフィールドワークはほとんど実施できなかっ
た。しかし、オンラインのビデオ会議ツールが世界的に普及したため、海外の研究者や実践家と
オンラインでつないで、研究交流をすることができた。アメリカ、韓国、フィリピンの実践につ
いて学ぶ機会を得たが、当初予定していた環太平洋エリアにおけるコミュニティ・オーガナイジ
ングの普及の変遷について検討するところまでは到達しなかったため、今後の課題としたい。 
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